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【背景および目的】

飼 養 羽 数 約 3千 羽 の 管 内 平 飼 い 採 卵 鶏 農 場 (鶏 種 ： ボ リ ス ブ ラ ウ

ン )で 、 平 成 25年 5月 及 び 平 成 26年 6月 に 産 卵 率 が 低 下 し 、 病 性 鑑 定

等により、いずれも (En)が 検 出 された。平成 26年Eimer i a n e ca t r ix

6月 及 び 9月 に は、新たに飼養を始めた 地鶏で Enに よる 急性コクシジ

ウ ム 症 が 発 生 、 多 数 が 斃 死 (約 20～ 25 % )し た の を 契 機 に 、 Enワ ク チ

ン投与について検討した。 Enワ ク チ ン は 3日 齢 ～ 4週 齢 の平飼い幼雛

を 対 象 と す る が 、 農 場 で は 採 卵 用 に 約 11 0日 齢 の 大 雛 を 導 入 し て い

ることから、製造業者とも相談し、 導入直後の大雛に投与すること

とした。ワクチンの投与効果は農場 環境によって異なり、また本法

はワクチンの用法外使用でもあるた め、今回、投与効果を検証する

ため調査を実施した。

【材料及び方法】

平成 26年 10月 導 入鶏 (10月 群 )、 及 び平成 27年 4月 導 入鶏 (4月 群 )を

調 査対象とした。導入鶏は毎回約 350～ 500羽 で 3～ 4区 画 に分けて飼

、 。養されており このうちの 1区 画 (約 110羽 )に ついて調査を実施した

(1)臨 床症状及び産卵率：聞き取り調査を実施した。

(2)糞 便 1gあ た り の オ ー シ ス ト 数 (OP G )の 推 移 と 種 浸 潤 状 況Eim e r i a

： ワ ク チ ン 投 与 後 7週 ま で は 週 2回 、 そ の 後 は 週 1回 、 経 時 的 に 糞 便

を 採 材 し 、 マ ッ ク マ ス タ ー 法 に よ り OP Gを 求 め た 。 ま た 、 一 部 の 検

体について 属 7種 、 (Ea)、 (Eb)、Eimer ia E. a ce r vu li na E . b ru ne tt i

(E n)、 (Em)、 （ Et)、 (EmE. nec atr ix E. m axi ma E. tene lla E . mi tis

i)、 （ Ep)の 遺伝 子検査をリアルタイム PCRで 実施 した。E. praec o x

( 3 )抗 体 検 査 ： ワ ク チ ン 投 与 前 (プ レ )、 投 与 後 約 5、 7週 に 各 10羽 採

血し、日生研 (株 )に 依 頼して En及 び (Et)の ELISA抗 体 検査E.tene l la

を 実 施した。

【結果】

(1)臨 床 症 状及び産卵率： 10月 群 と 4月 群 の産卵率の推移をそれぞれ

図 1、 2に 示 し た 。 ま た 、 産 卵 成 績 が 最 も 悪 か っ た 平 成 26年 5月 導 入

鶏の産卵率と、ゲン・コーポレーシ ョンが公表しているボリスブラ

ウンの産卵成績指標 (成 績 指標 )を 併 せ て図に示した。＜ 10月 群＞ ワ



クチン投与後 48日 (167日 齢 )か ら 約 1ヵ 月 間、軽度の血便を認めたが

死 亡 鶏 も な く 、 鶏 群 の 状 態 は 良 好 で あ っ た 。 産 卵 率 も 良 好 で 、 200

日 齢 以 降はボリスブラウンの成績指 標と比較しても遜色ないもので

あ っ た (産 卵 開 始 時 期 の 産 卵 率 は 、 農 場 が デ ー タ を 消 失 し た と の こ

とであった )。 ＜ 4月 群 ＞血便等の目立 った臨床症状は認められなか

ったが、調査期間中に 1羽 死 亡した。 産卵率は、平成 26年 5月 導入群

と比べると大きく改善したが、 160日 齢 以 降も 90%に 達 し ない日が多

く、成績指標と比べると物足りないものであった。

(2) 1 gあ た り の オ ー シ ス ト 数 (OP G )の 推 移 と 種 浸 潤 状 況 ： 10E im e r i a

月 群 と 4月 群 の 結 果 を そ れ ぞ れ 図 3、 4に 示 し た 。 両 群 と も 導 入 直 後

にオーシストは検出されず、ワクチン投与後、検出され始めた。 OP

Gは 数 週 間 10 検 出 さ れ 、 投 与 後 約 80～ 9 0日 に 10 未 満 と な っ た 。 4月5 3

、 、群ではオーシストだけでなく 導入後約 2～ 3週 間頃に線虫卵 (回 虫

盲 腸 虫 は 否 定 )も 10 と 多 数 検出 さ れ た。 遺 伝 子 検査 で は 、 10月 群 は4

ワクチン投与後 8日 目に Enが 検出 され、その後、 Eb、 Ep、 Emi、 Eaの

計 5種 類 の 遺 伝 子 が 検 出 さ れ た 。 4月 群 で は 、 ワ ク チ ン 投 与 後 5日 目

に Eb、 投与 後 9日 目に Etの 遺伝 子が検出され、 Enの 遺伝子は投与後 2

。 、 、 、 、0日 目に初めて検出された また Ep Emi Eaの 遺 伝子も検出され

計 6種 の遺伝子が検出された。

(3)抗 体検 査： 10月 群と 4月 群 の結果をそれぞれ図 5、 6に 示 した。 10

月 群 の 抗体陽性率 (陽 性 は ELISA値 0.4以 上 )は 、 En、 Etの 順 に プレが

80%、 90%、 5週 後 は いずれも 100%、 7週 後 は 90%、 100%で あ っ た。 4月

群 の 抗 体 陽 性 率 は 、 En、 E t共 に プ レ が 0%で あ り 、 5週 後 で は そ れ ぞ

れ 60 %、 9 0 %、 7週 後 で は い ず れ も 100 %と な っ た 。 日 生 研 (株 )に よ る

と 、 4月 群 の 抗 体 価 は 通 常 の ワ ク チ ン 投 与 の 場 合 よ り 高 く 推 移 し て

おり、野外株感染が考えられるとのことであった。

【考察】

10月 群 の 産卵率は良好であったが、 プレの抗体価が高く、ワクチ

ンの投与効果を確認できなかった。 また、プレの抗体価が高かった

ことから、導入元での感染の可能性が考えられた。

4月 群 は En、 Et共 に プ レで抗体は保有していなかったが、 7週 後 に

は い ず れ も 抗 体 陽 性 率 が 10 0 %と な っ た 。 4月 群 で は 導 入 後 11日 目 以

降、 Etの 遺 伝 子が検出されていること からも、 Etの 野 外 感染による

抗体獲得が明らかとなった。 Enに つ い ても抗体価上昇の程度から、

野外株感染が考えられた。しかし、 産卵率は最も悪かった時より大

きく改善が見られた。 Enの 野 外 株に暴 露されながらもワクチン株を

テイクした個体もあったと推察され 、ワクチン投与について一定の

効 果 は あ っ た も の と 考 え ら れ た 。 調 査 期 間 中 に 1羽 死 亡 し た 原 因 に

ついては、検査を実施していないため不明であった。



1 0月 群 の 産 卵 率 は 4月 群 に 比 べ て 良 好 で あ り 、 ま た 成 績 指 標 と 比

較しても遜色ない結果であった。こ の理由として、導入時の抗体の

有無が大きく影響しているものと考 えられた。以上より、当該農場

では Enの 抗体価を維持することが重要と考えられた。

4月 群 では、糞便の遺伝子検査で導入後早々に病原性の強い Eb、 E

tが 検 出 さ れ 、 同 時 に 線 虫 卵 も 多 数 検 出 さ れ た 。 当 群 で は 堆 積 発 酵

した敷料を再利用していたことから 、残存するオーシストや線虫卵

を摂取することにより感染したもの と考えられ、これらの感染によ

る産卵成績への影響も考えられた。

Enは コ ク シ ジ ウ ム 症 の 原 因 と な る 種 の 中 で 最 も 病 原 性 がEi m e r i a

強 く 、 産卵率への影響も最も大きい とされている。しかし、本種の

浸潤と産卵率に関する報告はほとん ど見当たらない。平成 25～ 26年

度 に 実施した病性鑑定等により、 Enが 原 因 と思われる産卵率低下が

確認され、今回、ワクチンを投与す ることとなった。鶏コクシジウ

ム に 対 す る ワ ク チ ン は 現 在 3製 品 が 承 認 、 販 売 さ れ て お り 、 混 合 ワ

クチン 2製 品 と En単 独 で ある。種鶏では混合ワクチン 1製 品 と Enワ ク

チ ン の 2種 類 が 使 用 さ れ て お り 、 そ の 接 種 率 は ほ ぼ 100 %で あ る 。 ブ

ロ イ ラ ー で は 混 合 ワ ク チ ン 、 あ る い は 抗 コ ク シ ジ ウ ム 剤 (抗 菌 性 飼

料 添 加 物 及 び 動 物 用 医 薬 品 )に よ る 発 症 の コ ン ト ロ ー ル が な さ れ て

いる。一方、 10週 齢 を 越える鶏へは動 物用医薬品の使用が禁止され

ているにも関わらず、採卵鶏ではワ クチン接種率が低いため、しば

しば本症の発生が問題となる。

残念ながら今回、ワクチンの投与 効果を明確に確認することはで

きなかったが、本取り組みを通して 、農場の衛生意識も向上してい

る 。 最 も 成 績 の 悪 か っ た 平 成 26年 5月 導 入 群 で は 、 敷 料 を 発 酵 さ せ

ず再利用していたことから、敷料が 主な原因となり、 Enに 感 染した

ことが考えられる。今回調査群では 導入直後にオーシストは検出さ

れ な か っ た も の の 、 調 査 期 間 中 に 5～ 6種 の 原 虫 の 遺 伝 子 がEi m e r i a

、 。 、検出されたことから 導入後の野外感染が明らかとなった 現在は

鶏舎の清掃や洗浄、消毒の徹底、新 しい敷料の使用、野外株の持ち

込み防止について重点的に取り組ん でいるところであり、更なる産

卵成績の改善を目指すところである。


